
 

  

例会記録  

 

会員総数  57名 出席会員数 28名 

ゲスト      2名  ビジター   0名 

その他      1名 海外ﾋﾞｼﾞﾀｰ   0名 

事務局      2 名 

 

 
 

 

 

ニコニコボックス  

岩﨑ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐 

内藤分区幹事 ：最後のｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐訪問です。 

1 年間ありがとうございました。 

 

齊藤会員：本日の理事会宜しく。 

結婚記念日：吉沢会員（4 日）山田会員（15 日） 

      保科会員（18 日） 金子会員（30 日） 

誕生日祝い：植芝会員（2 日）末竹会員（20 日） 

       若林会員（26 日）濱田会員（26 日） 

ﾊﾟｰﾄﾅｰ誕生日：乳井会員（7 日） 

 

次回予告  

第27回例会 2024，4，22（＃2409） 

 会場：舞の間 

例会ホスト・紹介係   加賀会員     

    受付係  保科会員  藤谷会員 

司会者  地引会員 

ソングリーダー  崎山会員 

 

 卓話「最近のAI事情」 

真野 雄司氏 

紹介者 齊藤会員 

  

会長報告 

1） 観桜会ではサクラの開花はまだまだでしたが、今日は満開ですね。 本日は、東京新宿メディカルセンター消化器内

科部長の為我井先生に貴重なご意見お話を頂きます。 

2）今期ガバナー補佐の岩崎俊治樣、分区幹事の内藤勝弘様がお越しです。 

3）ロータリー財団から、ポールハリスフェローの御礼認証ピンが届いております。 会費から毎年寄付しておりますので、 

＄1000毎に認証されます。鈴木会員、木寅会員、齊藤会員、浅野会員です。 また、時園会員は、4/25日開催のポリ 

オ根絶チャリティーゴルフ会に寄せて、若林ロータリー財団委員長のご依頼に応えて多額の寄付をされピン8が届きま 

した。 金子会員もポリオプラス寄付に応えてくださいました。 

4）米山奨学生のリさんが出席です。 

幹事報告 

1）5月19日の日曜日に、川越で健康的ウオーキングをおこないます。細谷会員の御尽力で、老舗の鰻屋さんでの昼食会 

付です。是非ご参加下さい。 食事会からの参加も大歓迎です。 

2）例会終了後に定例理事会を開催致します。 該当のかたはお残り下さい。 

 

  本日の例会プログラム 

第 26回例会 2024.4.15（＃2408）        舞の間 

例会ホスト・紹介係  末竹会員 

受付係     浅野会員    杉山会員 

司会者 植芝会員  ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ   鄭会員 

 

卓話 「聞いて得する仏事の常識・非常識」 

浄土真宗本願寺派松壽山光徳寺住職 

中央大学名誉教授・経済学博士  

斯波 照雄氏 

紹介者 若林会員 
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東京麹町ロータリークラブ    

 前回の報告  

第 25回例会 2024.4.8（＃2407）        舞の間 

例会ホスト・紹介係  秋山会員 

受付係     荘村会員    須藤会員 

司会者 植芝会員  ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ  崎山会員 

 

卓話 「食道・胃・大腸がんに対する 

早期発見・治療の最前線」 

東京新宿ﾒﾃﾞｨｶﾙｾﾝﾀｰ消化器内科部長  

為我井 芳郎先生 

紹介者 細谷会員 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

   2023〜24 年度年度 

国際ﾛｰﾀﾘｰ会長   Gordon・R・Mclnally 

 

 

健康ウオーキング in  川越   5月 19日（日） 9時集合 約 3時間歩きます  

昼食：川越名物 鰻 老舗「小川菊」 

食事会のみの参加も大歓迎  雨天の場合は、昼食会のみとなります 
 



 
 

  
 

 

ロータリー財団奨学生が教授・大使・大臣になって日本と世界の平和のために生きる 

参議院議員 猪口 邦子氏（2/26 卓話 齊藤会員紹介） 

 

ロータリー財団奨学生が教授・

大使・大臣になって日本と世界

の平和のために生きる」 

参議院議員  猪口  邦子  氏

（2/26卓話 齊藤会員紹介） 

 

 私は、ロータリークラブのおか

げで今日を得ています。奨学金

や教育支援は人の運命を好転させることができるという、

私はその生き証人であると思っています。 

 私は大学 3 年のときにアメリカで政治学を学ぶことを決

意し、ロータリークラブの奨学金でイェール大学に 1 年間

留学して修士号を取りました。さらに 1 年間、大学から奨

学金を頂いて博士号を取りました。卒業時には准教授の

オファーも頂きましたが、日本の民主主義を強化し、それ

を支える研究教育に従事するために日本へ帰国しまし

た。しばらくは失業者の身となりましたが、母校・上智大学

の法学部で女性初の専任講師に任命していただき、道が

開けました。 

 その後、国会議員となり、最初に推進した政策が給付型

奨学金の公的制度の樹立でした。6 年前に始まった制度

であり、低所得世帯だけでなく一般的なサラリーマン家庭

でも給付型奨学金を享受できるようにしました。これから

も拡大改正を行いたいと考えています。 

 上智大学では「戦争と平和」の研究を続け、女性初の吉

野作造賞も頂き、外務省からジュネーブの軍縮大使就任

の依頼を受けました。国連では 2 年間、当時最大の殺人

兵器である小型武器の非合法取引・製造の根絶について

話し合う会合の議長を務めましたし、日本がロボット技術

によって対人地雷除去の成果を上げたことから、対人地

雷除去の議長も務めました。現在、ウクライナの対人地

雷除去を推進しているカンボジアのチームは、私が議長

のときに教えた人たちです。自分なりに行ってきた平和へ

の努力がこうして国際関係の中で無限に続いているので

す。 

 帰国当初、私ができる仕事は研究だけだと思い込んで

いました。しかし 2005 年、郵政解散をした日の晩に当時

の小泉純一郎総理から電話がかかってきて、一緒に選挙

を戦ってほしいと言われました。翌日お会いすると、総理

はこれまでの私の研究の価値を評価してくださいました。

これをきっかけに私は政治家への転身を決め、その後の

選挙では自民党が圧勝し、私は国会議員になったわけで

す。その6週間後、少子化大臣に任命されました。初当選

から大臣任命まで 6 週間というのは今でも最短記録だと

思います。任期中、合計特殊出生率は一気に上がりまし

た。出産費用対策のために出産育児一時金を 42 万円に

上げたからです。 

 

 

それ以降は大臣になっていませんが、いったん長を極め

たら永久にその職にあると思って今も仕事を続けていま

す。 

 今、必要なのは選択的週休 3 日制です。女性の 7 割が

仕事をしている時代に週休 2 日では絶対に間に合いませ

ん。休みを取る理由を聞いてはいけない、給与を下げて

はいけない、昇進差別をしてはいけないことになってい

て、給与を払うのが難しい中小企業には移行措置として

補助金も出ます。 

 私が国会議員になったのは、リアルな問題を解決したい

からです。学者としてのバックグラウンドを持った仕事をし

たいという決意を持っています。上智大学の教育精神「他

者のために、他者とともに」に従って、内政のため、平和

のために働いています。 

 今の時代、平和を実現するためには、アジアは欧州と

は異なる解決方法を希求すべきだと思います。台湾問題

もイスラエル問題もウクライナのような方向に持っていく

のではなく、平和的な解決方法を示すようにみんなと一緒

に考えていきたいと思っています。統計的には、巨大戦争

を契機に景気は下降局面に入ります。ですから、アジア

は戦争さえしなければ景気は続くのです。 

 現在日本の株価が非常に高いのは、拡大 NISA で無数

の人が投資家となり、わが国の投資を支えているからで

す。さらに重要なのは、日本には他の国にはない決意

（determination）があるからです。デフレからの脱却も、賃

金上昇も、政治家の決意によって支えられています。こう

した積極的な価値を見いだして日本買いが行われている

わけです。 

 私の目下の決意は、日本の英語教育を異次元に強化

することとスクールバスの導入です。全員がネイティブス

ピーカー並みになること、子どもが登下校時に事故に遭

わないこと、この二つで少子化対策を推進しています。こ

れによって全ての子が活躍でき、生涯賃金が高くなる時

代を作っていきたいと思っています。私は自らに与えられ

た機会を生かし、まだまだこれからも決意をもって推進し

たいと思っています。 
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